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 ～大学入試センター試験～      ＜試験会場で生徒を激励する担任団＞ 

大学入試センター試験が１月1７日（土）、１８日（日）

の二日間にわたり行われました。今年は、教育課程の移行

措置の影響で、山形大学小白川キャンパスと県立保健医療

大学の２か所に分かれての受験となりました。初日は快晴

の中、二日目は小雪の降る中、先生方と握手を交わした本

校の３年生2３１名が、第１次関門の大学入試センター試験

に臨みました。 

１９日に自己採点を終え、2月上旬から始まる私大入試や

2月25日からの国公立大の2次試験に向けた授業が１月２

１日から始まりました。 

〔センター試験の全国中間集計結果〕※１月２３日現在（得点調整後） 

科目 国語 数ⅠA 数ⅡB 英語筆記 世史B 日史B 地理B 倫・政 物理基礎 化学基礎 生物基礎 物理 化学 生物 

全国 119.2 61.3 39.3 116.2 65.6 62.0 58.6 59.6 31.5 35.3 26.7 64.3 62.5 55.0 
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平成 27年度大学入試出陣式 〔1/16(金)13:00～14:00〕 
大学入試センター試験を次の日に控えた１月１６日（金）に出陣式が行

われました。山川学年主任の挨拶の後、校長先生と桂木ＰＴＡ会長から激

励をいただきました。続いてお世話になった先生方を代表して、武田三十

郎先生から奥深い意味の込められた激励を受けました。そして、校長先生

が受験の勝利を祈念しダルマに目を入れた後、後輩からクラス代表の生徒

に千羽鶴が贈られました。その後、鈴木昌人君と安達希美さんが生徒代表

決意表明を行い、最後に、みんなで「おゝ勝利」を歌い、健闘を誓い合い

ました。 

【センター試験日程】 

第１日目〔1/17(土)〕①地歴・公民 ②国語 ③英語・リスニング 

第２日目〔1/18(日)〕①理科 ②数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂ 

 

 

 

 

  

  

  



 

 

 

1月１９日（月）に、日本赤十字社派遣講師による救命救急法講習会を行いました。1年生が２クラ

スずつ、１～３校時に、人工呼吸や胸骨圧迫、AED（自動体外式除細動器）による救命措置など、実

技を含めた講習を受けました。現在本校には２台のAEDが設置してあり、近々３台目を導入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 救命救急法を学ぶ 

◇ 主な行事 ◇ 
【１月】 

  29(木) 学校保健委員会、カウンセラー相談日 

  30(金) 予餞会（午後） 

  1（土） ３年二次講習 

【２月】 

2（月）・3（火）１・２年学力考査、３年校内模試 

7（土） １・２年土曜セミナー、３年二次講習 

9（月） 学校評議員会 

11（水） ２年東大・全統模試、１年ハイレベル模試 

     ３年二次講習 

12（木） ＰＴＡ運営委員会、カウンセラー相談日 

13（金） １・２年ＰＴＡ委員会 

14（土） ３年二次講習 

15（日） １・２年難関大・医進セミナー 

16（月） 一斉退校日 

18（水） Ｃ週水曜の日課 

19（木） 短縮５５分授業 

21（土） ３年二次講習、１・２年土曜セミナー 

23（月） ３学年集会 

25（水）・26（木） 国公立大前期試験 

≪部活動等の活躍≫ 

 

 

 

○フェンシング部…全国選抜大会東北・北海道予選会（1/24・25）：男子団体５位（全国出場） 

○バスケットボール部…県新人大会（1/10・11）ベスト８ 

○ハンドボール部…全国選抜県予選会（1/11・12）第４位 

○バレーボール部…県新人大会（1/24・25）１回戦敗退 

〔今後の大会等出場予定〕 

☆全国高校文化連盟将棋新人大会（1/29～31 新潟市）：松田 梢（２年） 

☆全国高校選抜フェンシング大会（3/20～22奈良市）：男子団体 

祝 全国大会での活躍 

・フェンシング世界カデ国内選考会（1/8～11東京都）男子サーブル 15位 山崎匠（２年） 

心臓が停止すると、4 分以内に脳に障害が発生するといわれており、心肺蘇生はこの障害の発生

を遅らせる効果があります。しかし、多くの心停止の原因となる心室細動を正常な状態に戻すに

は、早く徐細動を行うことが必要で、これが 1 分遅れるごとに生存率は 7～10%ずつ低下します。

第一発見者や家族が、現場において迅速かつ適切な救命手当を実施することが不可欠です。 

 

 

 

□美術部・書道部合同送別展 

 恒例の展覧会が、1/23～25、県芸文美術館

で開催されました。 

□移動博物館展示中 

 1/23～30、生徒昇降口に山形県立博物館 

による移動博物館の 

パネルを展示してい 

ます。国宝「縄文の 

女神」を見に、博物 

館に行ってみましょう。 

  

 


